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月吉ウラン鉱床における浅層反射法の適用性
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　　　Application　of　shallow　seismic　reflection　method　to　Tsukiyoshi　uranium　deposit．

　　　B％」乙060乙S％7θ．ノ41》ごz7z，vo1．37（6），P．309－323．

Aわs重ract：Shallow　seismic　reflection　method　is　experimentally　applied　to　the　Tsukiyo－

shi　deposit　in　Gifu　prefecture，which　is　an　uranium　deposit　of　sedimentary　type．The

purpose　of　the　study　is　to　clarify　the　effectiveness　and　limitation　of　shallow　seismic

reflection　method　in　exploration　of　uranium　deposits．In　general　uranium　deposits　of

sedimentary　type　are　strongly・controlled　by　basement　stmctures　and　by　faults．The

structural　un（ierstan（iing　of　areas　is　very　importantfor　exploration．

　　　We　surveyed21ines（A：Shoumasama　line，about1．1km　long，Bl　Shizuhora　line，

about　O．8km　long），which　cross　both　the　channel　stmcture　of　basement　and　the　Tsuki－

yoshi　fault．The　lines　are　along　the　mountain　roa（1s　with　the　sea　level　difference　of

about59m　and30m　for　lines　A　and　B　respectively．We　used　Mini－Sosie＊system　and

employed　small　interval　of　geophone　stations（5m）to　get　high　resolution　in　shallow

range・

　　　The　results　are　very　encouraging　in　spite　of　the（iifficult　field　conditions　and

complicated　geological　structures．The　general　features　of　the　seismic　cross　sections

show　good　agreement　with　the　known　geological　structures，which　has　been　clarified　by

many　bore　holes。The　clear　re且ections　are　observed　corresponding　to　the　gravel　layFers，

which　implicitly　show　the　channel　structure．The　Tsukiyoshi　fault　is　recognize（i　on　the

sections，although　it　is　difncult　to　interpret　without　geological　imformation．The　other

faults　which　are　not　known　by　su㎡ace　geology　are　also　foun（1．

　　　The　quality　of　the　results　wi11be　impfoved　by　more　careful　field　operations　and

more　sophisticated　data　processings．For　example少the　absolute　accuracy　of　depth　cross

sections　will　be　improved　by　using　welUogging　data．We　think　shallow　seismic　renec－

tion　method　will　take　an　important　role　in　the　exploration　of　uranium　deposits．

　＊　Trade　Mark　of　Soci6t6Nationale　Elf－Aquitaine（Production）。

要　　旨

　岐阜県東濃地区月吉ウラン鉱床地域で浅層反射法の適

用性を調べるために探査を行った，その結果，これまで

に知られている地下構造と大局的には一致する記録断面

図が得られた．

　月吉ウラン鉱床は先新第三系の花闘岩類を基盤とし，

中新統の土岐來炭累層を主たる胚胎層とした堆積型ウラ

ン鉱床である．鉱床はチャンネル構造と呼ばれる基盤構

造および断層系に強く支配されている。

　チャンネル構造および月吉断層を横切る正馬様測線

＊物理探査部

＊＊動力炉・核燃料開発事業団（現日鉱探開（株））

＊＊＊動力炉・核燃料開発事業団

（測線長約1．1km）および賎洞測線（測線長約0。8km）

の2本の測線で探査を行った．探査には地質調査所の浅

層反射法探査システムを用いた．現地は山地であり，測

線にはかなりの起伏（標高差59mおよび30m）と折れ

曲がりがある．基盤の花南岩は風化している．新第三系

の層中には礫層が多く，きれいな成層構造をしていない．

これらは浅層反射法の観点からすれば好ましい条件では

ない．

　探査の結果は試錐資料等から得られている地下構造と

良い対応を示した．深度の精度はよくないが，基盤構造

を反映する基底礫層とは形状がよく一致した．被覆層中

の礫層は強い反射面として表れた、断層の解釈はむずか

しいが，場所的には一致した．知られていない断層も推

定された．

　堆積型ウラン鉱床の探査技術としてみると，記録の質
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　　　　第1図　月吉ウラン鉱床の位置と測線図
A：正馬様測線，B＝賎洞測線．測線の数字は測点No。（5m問隔）を示す，

この地図は，図土地理院発行の2万5千分の1地形図「土岐」を使用したものである。

が十分でなく地質断面図とつき合わせてはじめて解釈で

きる部分もある．測定技術・データ処理技術ともに改善

することにより記録の質を改善する余地がある．改善を

重ねることにより，今後の堆積型ウラン鉱床の探査にと

って，浅層反射法はさらに有用な手段となるものと考え

る，

1．はじめに
　筆者らは1981年8月に岐阜県東濃地区月吉ウラン鉱

床地域において浅層反射法探査を実施した1）．このデー

タをもとに堆積型ウラン鉱床の探鉱に対する浅層反射法

の適用性を検討したので，これを報告する．

　月吉鉱床は1962年に発見された堆積型のウラン鉱床

である．一般に，堆積型ウラン鉱床では，ウランの分布

は地質構造，特に基盤形状や断層系に大きく依存してい

ることが多い．したがって，探査を進める上で，対象地

域の地質構造を明らかにすることは重要である．月吉鉱

床ではこれまでに約600本の試錐および調査坑が開さく

され，精度の高い地質構造が明らかにされている．

　屈折法とならんで弾性波探査法の1方法である反射法

1）　動力炉・核燃料開発事業団の依頼により，地質調査所が受託調査

rウラン鉱床における浅層反射法の技術指導」として実施したものである．

はこれまで石油探鉱などのように比較的規模の大きな深

部地質構造の探査に用いられてきた．これは地表付近で

発生させた弾性波が地下の反射面，すなわち地層境界面

など音響インヒ。一ダンス（岩石密度x弾性波速度）の不連

続面からはね返ってくる反射現象を測定し，地下の構造

を求めようとするものである．反射法では結果が時間断

面あるいは深度断面として，地質断面図に近い形で表現

され視覚的に訴える力が強い，反射法技術は，近年のデ

ータ処理技術の発達により，精度・分解能ともに向上さ

せてきており，地下構造探査の強力な方法となっている，

石油探鉱では精査として反射法探査が必ず実施され，そ

の結果は試掘井の位置を決定する重要な要素となってい

る．

　浅層反射法は地下浅部（数10m一数100m）の地質構造

を高分解能で探査する方法として，近年各方面から注目

を集めている．在来の反射法を地下浅部に力点をおいて

適用しようというものがこの浅層反射法である。適用に

あたっては深部を対象としたものとは異なる技術的問題

点がある．地下浅部の微細な構造を検出するための分解

能の向上，非爆薬振源による効率化などを図らなければ

ならない（渡辺・加野，1982b）．

　地質調査所物理探査部では昭和50年度から浅層反射

法の研究に着手し（渡辺ほか，1981），更にこの技術を平
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野部の活断層調査に適用し，、成果をあげた（渡辺・加野，

1982a），現在，平野部の地表条件のよい所であれば，

30－500m深の地下構造の探査は実用化の段階にある．

この方法はこれまで行われてきた反射法に比べて，軽

便・安全かつ安価であり，今後広い分野で用いられるも

のと考えられ、る．

　今回の浅層反射法の堆積型ウラン鉱床探査への適用に

あたっては，これまでに浅層反射法を行ってきた条件と

は異なる点が多い．新たな技術的な問題点を整理し，す

でに知られている地質構造と浅層反射法による探査の結

果との対応を検討し，問題点を解明していく必要がある，
（a）

2・地質の概要
　月吉ウラン鉱床は岐阜県東濃地区の土岐市から瑞浪市

にまたがる山地にある．濃尾平野の東縁にあたり，標高

は180－340mである（第1図），山本ほか（1974）によれ

ば，地質の概要は以下の様になる．

　本地域の地質は中一古第三紀初期に貫入したと考えら

れる花南岩およびこれを貫く石英斑岩脈を基盤とし，こ

れを不整合に新第三系がおおっている・花樹岩は一般に

著しい粘土化作用を受け，全体に脆弱化している．新第

三系は中新統の瑞浪層群，鮮新統の瀬戸層群に大別され

る．瑞浪層群は下位より土岐來炭累層（礫岩・アルコー

ズ・凝灰質砂岩・炭質凝灰岩・凝灰岩），明世累層（凝灰

質砂岩・凝灰岩），下肥田累層，宿洞累層および生俵累

層（礫岩・凝灰質シルト岩）に分けられる。鉱床付近では

下肥田累層，宿洞累層を欠くことが多い（第7図d，第

8図d参照）．

　ウランの主たる胚胎層は土岐來炭累層である．鉱床は

チャンネル構造と呼ばれる基盤岩の窪地に分布している

ことが多い，チャンネルは賎洞から東北東方向に延び，

いったんくびれて正馬様に沿って南東方向に南下し，再

びくびれて月吉部落に流下する．含ウラン層はチャンネ

ルの幅が広くなっている部分で層厚が薄く，くびれた部

分で厚くなる傾向がある．

　鉱床胚胎層は断層によっても強く規制されている。鉱

化帯の全層厚に対する鉱層厚比の分布をみると月吉断層

沿いに比較的大きな値が集中する．月吉断層は正馬様お

よび賎洞などで露頭が観察される．賎洞では，走向は東

西でチャンネルの中央部を縦断し，南に650－75。傾斜す

る逆断層で，落差は約35mである．

3．調査方法

3．1現地調査

昭和56年8月14目から22目の9目間に，月吉ウラ

（b）

第2図

（c）

地質調査所所有の反射法探査システム
a：ミニソシー探鉱器システム（車載状態）

b：振源（ランマ）

c：受振器
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第3図現場での展開の模式図
　a＝展開図　b：発振点　c：受振点

第1表測定時の諸元

測線長

標高差

発振点間隔

受振点間隔

オフセット距離

スタック回数

グルーピング個数

サンプリング問隔

ローカット。フイルタ

発振点数

受振点数

正馬様測線

1，085m

　59m
　　5m

　　5m

　20m
1，000回

12個／ch

　O．5ms

　85Hz
　200点

　217点

賎洞測線

　825m

　30m
　　5m

　　5m

　20m
1，000回

12個／ch

O．25ms

　85Hz
　143点

　165点

ン鉱床地域の正馬様測線（A），賎洞測線（B）の2つの測

線（第1図）にっいて測定作業を行った．この2っの測線

の決定にあたっては，1）鉱床および月吉断層を横切るこ

と，2）地形の傾斜が比較的ゆるやかであること，3）測線

が比較的直線状であることなどを考慮した，杭打ちや測

量作業については浅層反射法測定作業に先立って，上記

の期間外に実施した．

　探査には地質調査所所有の浅層反射法探査システムを

用いた（第2図）（加野・渡辺，1985）．本システムは，車

載のミニソシー（MINI－SOSIE2））地震探鉱器（DHR－2400，

INPuT／0uTPuT社（U．S，A．）製），振源のランマ（道路工

2）Trade　Mark　of　Soci6t6Nationale　Elf－Aquitaine　Pro－

duction．
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事等によく用いられている土固め機）（MTR乙80H，三

笠製），96組の6個グループの受振器（GS－30D，固有

周波数40Hz，GEosPAcE社（U．S。A。）製）などからなる。

この他に，CDPスイッチ（INPuT／0uTPuT社（U，S。A・）

製）や電磁オシログラフ（SIE社（U．S，A．）製），電源など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①
がある．

　ミニソシー・システムは高速かつ簡便に浅層反射法探

査が行えるように作られている（BぎRBIERほか，19761②

SERREss　and　WILEs，19781横倉・加野，1983b），この

特徴はソシー・スタックと呼ばれる高速スタック法およ

びランマという地表振源を用）・ることにより実現されて③

いる，地表振源であるため，移動が容易，特別な準備が

いらない（たとえばエアガンでは作孔・注水が必要）など

の利点がある．また少人数（8－10数人）で，かつ安全に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
探査を進めていくことができる．欠点としては，コリレ

ーション・スタックの一手法であるソシースタックを用

いることによりコリレーション・ノイズが発生しやすい　　⑥

こと，地表振源であるため表面波によるノイズが生じや

すいことがあげられる．

　正馬様測線，賎洞測線それぞれの測定時の諸元を第1⑦

表に示す．

　展開方式はインライン・オフセット方式とした（第3

図a）．対象とする構造の深度（30－150m程度）とノイズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨
テストの結果から，発振点間隔・受振点間隔は共に5m，

オフセット距離は20mとした．振源にはランマ2台を

用い，それぞれ5mの区問を往復させた．2台の発振を

合わせて1，000回をスタックした（第3図b）．受振点で⑪

は1受振点当たり12個の受振器（6個グループを2組）

を用いた．個々の受振器については5mの問にほぼ等

間隔で直線状に設置した（第3図c）．⑫
　3．2データ処理

　地質調査所の反射法処理システム（加野ほか，1983）を

用いて，現場で収録したデータのディジタル処理を行っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
た．ここでは試錐等のデータは参照せず白紙の状態でデ

ータ処理を行うこととした．ごれは本研究が，地下構造

が未知の堆積型ウラン鉱床地域で，浅層反射法探査を適

用し，探鉱のための地下構造検出にどの程度役立つかを

示すことを目的としているためである．

　データ処理は標準的なものである．データ処理の流れ

を第4図に示す．データ処理の意味については，加野ほ

か（1983）や朝倉（1982）を参照されたい．

　以下に今回行ったデータ処理のうち特徴的なものにつ

いて簡単にコメントを行う．番号は第4図中の番号であ

る．

　⑥CDPギャザリング

一313一

スタート

④

生フィールド・テープ

のシングル・ファイル化

生フィールド・テープ

の全データ表示

データの編集，

フォーマット変換

フィルタ・テスト

⑧

フィルタリング
振　幅　調　整

CDPギャザリング

静　　補　　正

速　度　解　析

⑩

動　　補　　正
重合前ミュート

残留静補正

⑱

C　D　P　重合

波動方程式
マイグレーション

フィルタ・テスト

フィルタリング
振　幅　調　整

⑤
時　間　記　録
断　　面　　図

深　度　変　換

深　度　記　録
断　　面　　図

第4図　データ処理の流れ
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　　　第5図　データ処理で求めた最表層の形状と静補正量
a：正馬様測線b：賎洞測線
a，bともに1は地形および最表層の下面を，2は静補正量（横倉・加野（1983）の方法による）を

示す．最表層の厚さは最表層中の弾性波速度を0．4kmlsと仮定し，静補正量から求めた．

　測線が直線であるとの仮定のもとに処理を行った．こ

れは測線を直線とみなしても大きくははずれていないと

判断したからである．理想的には測線の曲がりを考慮し

てCDPギャザリングをするべきであろう．

　⑦静補正

　速度の遅い最表層の影響を補正するため，データの初

動走時を読み取り，横倉・加野（1983a）の方法で静補正

量を求めた．最表層の速度には400m／s，補正の基準面

としては直線で近似した地表面を用いた．これにより得

られた静補正量と最表層の形状を第5図に示す．

　⑧速度解析

　正馬様測線，賎洞測線それぞれ6地点において速度解

析を行った．速度解析には定速度走査法，定速度重合法

を用いた．最終的に求めた速度構造を第6図に示す．

　⑫波動方程式マイグレーション

　地質構造による回折波などのノイズを消すため，また

傾斜した構造の見かけ傾斜を正しくするため，周波数一

波数領域でマイグレーションを行った．
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⑯深度変換

　時問軸から深度軸への深度変換には⑧の速度解析で求

めた速度を用いた．・

4．調査結果

　4・1　正馬様測線

　正馬様測線の最終記録断面図，解釈図および試錐デー

タから求めた地質断面図を第7図に示す，基準面として

は地表面を直線で近似した面を用いた．

　同図の特徴的な事柄を以下に述ぺる．

　1）Aは比較的連続性のよい強い反射面である．これ

はいくつかの反射面が部分的に重なって続いていると見

られる，

　2）Bは少し弱くはあるが，比較的連続性のよい反射

面である．ただし，測点No．115－130にかけて，連続1生

が乱れている．

　3）（）は比較的連続性のよい反射面である．測点No．

115－140にかけて，連続性が乱れてV・る．測点No．155－

170にかけては南東方向へ深度が浅くなっている．

　4）Dは北西方向に傾斜した一群の反射面である．

　5）Eは反射面が大きく乱れている部分である。

　6）聖は連続性のよい一群の反射面である．これはG

の部分で連続性が乱れている．

　7）麗は極めて弱いが多少連続性のある反射面らしい

並びである．

　8）亙は断層と推定できる．

　以上の特徴をふまえて記録断面図と地質断面図（第7

図c，d）の対応を検討する．反射面は基本的には礫層を

表わしているものと考える．

　1）Aの反射面は土岐來炭累層の上部層（V）と下部層

（V【）との境界部をなす土岐來炭累層上部層の基底礫を表

わしているものと解釈される．

　2）Cの反射面は基盤（W）上の基底礫に対応している．

測点No．115－140にかけて深度が深くなっていると解釈

した．ここでは，反射波の乱れのため，反射面を確実に

追うことはできない．この部分では測線が折れ曲がって

おり（第1図参照），データ処理の仮定からはずれた影響

がでたのかもしれない。しかし，地質断面図において，

測点No．70付近で厚かった基底礫が測点No．120付近

で薄くなり，上面の深度が深くなっていることから判断

すれば，基底礫上面の凹凸を反映しているものと考える．

測点No，160から南東へと基底が上昇しているのがよく

表現されている，Bは土岐來炭累層下部層中の礫層を表

わしているのであろう．

　3）恥部は地質断面図で明世累層（W）が層厚を急激に

変化させているところに対応する．E部はその明世累層

が厚い部分に対応している．きれいな反射面が生じない

ような堆積環境あるいは断層の影響を示していると考え

られる．

　4）恥の反射面群では地層との対応がはっきりしない．

G部で引の反射面が途切れているのは，地質断面図にお

いて，測点No．5付近で見られる土岐來炭累層上部層

（V）の基底礫が，測点No．35付近では見られなくなっ

ているのに対応しているようである。

　5）願の反射面は基盤上の基底礫に対応している．地

質断面図よりもかなり深く現われているが，深度変換に

おける仮定速度が速すぎるためと考える．基盤内の構造

を示している可能性もある．

　6）地質断面図上の月吉断層に対応した位置に，記録

断面図上にも反射波の乱れが認められる．しかし，亙》，

E，Gなどの地質構造変化が近接しているため，断層に

よる反射面のずれは明瞭でない．断層の検出という観点

からすれば，麗の反射面が明瞭であればよいが，振幅

が小さく確実さに欠ける．またこの他の部分にも反射波

のとぎれ，乱れが多数あり，反射波の乱れのみからこの

部分を断層と判断することには問題がある．なお，他の

部分の乱れは礫層が不連続に堆積しているためと考えて

いる．

　4・2　賎洞測線

　賎洞測線の最終記録断面図，解釈図および試錐データ

から求めた地質断面図を第8図に示す。基準面は直線近

似した地表面である．

　同図の特徴的な事柄を以下に述べる．

　1）亙で示した断層より北東側では深度約170mまで

反射面（G）が見られるが，南西側では100mより浅い所

にしか反射面は見られない．

　2）Aは数ヵ所で不連続になっているが，全体として

は連続性のよい反射面である．測点No．110－130にかけ

ては少し浅くなっている．

　3）避は切れ切れの反射面である．

　4）Cは傾斜した反射面である．

　5）Dは浅部の反射面をとらえている。3ヵ所で大き

く切れている．

　6）Eは比較的連続性のよい強い反射面である，2ヵ

所でくい違っている．

　7）Fは切れ切れの反射面である．

　8）Gは弱いが連続性のよい反射面である．

　9）翼で示した領域および頁と」で挟まれた領域は全

体に北東側に傾斜している．

　10）亙で示した断層が推定される。」，鼠も断層の可能
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月吉ウラン鉱床における浅層反射法の適用性（加野ほか5名）

性がある．

　以上の特徴をふまえながら記録断面図と地質断面図

（第8図c，d）の対応を検討する，前節と同じく，反射面

は基本的には礫層を表わしているものと考える．

　1）Aの反射面は明世累層（W）と土岐來炭累層上部層

（V）の境界とかなりよく対応している。ところどころに

途切れがあり，礫層が不連続であることを示唆している．

異なる時期の礫層が連続しているように見えているとも

考えられる．

　2）露の反射面は地質断面図の基盤（W）上の基底礫に

対応している．第8図b上で見られるAと臨の間の反

射面は土岐來炭累層中の礫層を表わしていると思われる．

　3）Cで示した反射面は地質断面図と対応していない。

基盤の落ち込みか基盤内の構造を示しているのであろう．’

　4）Dの反射面は生俵累層（II）中の礫層を示している

のであろう．

　5）Eの反射面は明世累層（IV）と土岐來炭累層上部層

（V）の境界と対応している．しかし，地質断面図上で測

点No．50－60にかけて明世累層の厚さが変化しているの

に対応した変化は見られない．

　6）Fの反射面は，地質断面図で土岐來炭累層中の礫

の厚さや深度が水平方向で大きく変化しているのに対応

していると考えられる．

　7）Gの反射面は8と同じく基盤上の基底礫を示して

いるものと考える．しかし，地質断面図の深度とは30－

50mの差があり，深度変換の誤差（仮定速度の誤差）と

しては大きすぎる．基盤内の構造（たとえば風化した基

盤と未風化の基盤の境界）を表わしているものかもしれ

ない．今後の検討課題である．

　8）地質断面図上の月吉断層に対応した位置に，記録

断面図上にも断層らしい構造が見られる，礫層が不連続

であるため，反射面がきれいな成層構造を示しておらず，

断層によるくい違いは明瞭でない。そのため他の部分の

不連続性との区別が困難である，しかし，最下部の反射

面の深度の違い，騒で示した領域および亘と」で挟ま

れた領域の傾斜から，断層の存在を推定してよい．

　9）」，藍にも断層を推定できる．これは月吉断層より

は若干確実性を欠く．

5。考　　察

　5・1技術的課題の検討

　第2章で述べた様に，堆積型ウラン鉱床は地質構造，

特に基盤の形状（チャンネル構造および断層系）に強く支

配されている，したがって，堆積型ウラン鉱床の探鉱に

あたっては，その地域の全体的な地質構造を明らかにす

ることが重要なこととなる，このために，試錐や調査坑

といった直接的な方法や各種物理探査による構造調査が

行われている．

　これに対して，今回行った様に浅層反射法を用いて堆

積型ウラン鉱床の探査を行えば，ここで示した様に地下

浅部の構造を視覚的に捉えることができる．しかし，今

までの浅層反射法をそのまま本地域の様な堆積型ウラン

鉱床の探査に用いるには無理がある，浅層反射法はこれ

まで，平野部の地形の比較的平坦な場所で用いられてい

る．地形の起伏に対する考慮，あるいは測線の曲がりに

対する考慮がされていない．また地下構造の複雑な場所

では反射面が揃わないなど解釈が困難な点がある．これ

らの技術的に未熟な点が多いことから，探査作業を実施

するにあたっては，以下の様な問題点を予想した．

　1）現場は山地であり，測線設定の自由度は小さい．

傾斜の大きな場所では測定作業そのものが困難である．

　2）基盤岩以浅の新第三系の中には礫層が数多く存在

する。この礫層からの反射波が強く，他の反射面が隠さ

れたり，それより深部へ弾性波が伝わらないといった可

能性がある，

　3）チャンネル構造の端では基盤岩が浅くなっている，

極浅部からの反射波は屈折波との分離が困難である．

　4）地形の起伏，最表層の弾性波速度の遅い部分の厚

さ・弾陸波速度の水平方向での変化が大きく，データ処

理に困難が伴う，

　5）礫層が不連続に分布し，反射面としての連続性が

悪い可能性がある（特にチャンネル構造の側壁）．この場

合には，データ処理が困難である（反射法は基本的に反

射面の連続性を基にしたデータ処理が多い），またその

記録断面図の解釈においても，実際にそうなっているも

のなのか，データ処理におけるパヲメータの誤りである

のか判断に苦しむ．

　6）基盤岩が風化・脆弱化しており，弾性波速度は徐

々に変化しているものと考えられる．したがって，基盤

岩の上面そのものがよい反射面をなしているとは考えに

くい．

　これらの問題点に対処するため，次の様にした．

　1）チャンネル構造，月吉断層を横切り，かつ比較的

平坦で起伏の小さい，直線に近い測線を設定した．

　2）多少低い周波数の弾性波を用いることとし，弾性

波の減衰が少しでも小さいようにした，

　3）基盤の露頭に近い極浅部からの反射面については，

基盤深度100－150mの地区と同時に探査することは無

理である．また2）で述べた様に弾性波の周波数を下げ

ており，極浅部で十分な分解能を期待できない．このた
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め，極浅部からの反射波は特には考慮しないこととした．

　4）最表層の低速度の層の影響を補正するため，横

倉・加野（1983a）の方法による静補正を行った，

　5）フィルタ・テスト，速度解析等を数多く行い，適

切なパラメータを決定した．

　6）基盤岩上の礫層からの反射波から基盤の構造を推

定した．

　こういった問題点とは別に，反射法・浅層反射法の基

本として，質のよい記録を収録するため，現場において

品質管理を行い，質の悪い記録に対しては，データの再

収録を行った．

　現在まだ残っている問題点を整理すると次の様になる．

　1〉コリレーション・ノイズの大きさを現地で十分に

把握できないため，これへの対応がむずかしい．今後の

課題である．

　2）速度の大きい表面波が抑制しきれていない．速度

フイルタなどによる抑制が必要である．

　3）本研究ではCDPギャザリングにおいて，測線を

直線で近似した処理を行った，しかし，今後はさらに曲

がりの大きな測線での探査も考える必要がある．測線の

曲がりに対応した処理プログラムを開発する必要がある，

　4）今回用いた静補正のプログラムはいろいろな近似

および仮定を含んでいる．最表層の速度の水平方向の変

化が大きい場合や，測線が直線近似から大きくはずれて

いる場合には，それなりに処理方法を変える必要がある．

　5）今回用いた残留静補正のプログラムはきれいな強

い反射面の存在を仮定している．強い反射面が存在しな

い場合には，かえって処理結果が悪くなることも考えら

れる．使用にあたっては注意が必要である．

　この様な問題点を解決していくことにより，さらに精

度のよい，高分解能の結果を得ることができるであろう．

　5．2堆積型ウラン鉱床の探査技術としての評価

　本研究では，地下構造を未知としてデータ処理を行っ

た．それでもなお正馬様測線，賎洞測線ともに既に知ら

れている地質構造とある程度整合する結果を得ることが

できた，特に地質構造の全体的な特徴はよく表現されて

いる．深度の数値的な正しさには，まだデータ処理技術

が完全ではないこともあり問題があるが，礫層の形状を

よく表現できたと考える．

　堆積型ウラン鉱床の探査においては地下構造の把握が

重要であり，数多くの試錐調査が行われる，試錐から得

られる情報は平面的に見た場合には点の情報にすぎない，

平面的な変化は推定するほかない．浅層反射法探査によ

り得られる情報は高密度のものであり，平面的な変化の

推定に重要な資料となる．現在の浅層反射法の技術には

まだ未熟な所も多く，改良すべき所が多い，しかし，今

回の探査で示された様に，堆積型ウラン鉱床においては，

浅層反射法により基盤構造，基盤上部の堆積のようすを

把握することができる．今回のデータ処理では試錐のデ

ータを利用していないが，浅層反射法の探査データから

試錐地点の選定を行ったりあるいは逆に試錐データを利

用して浅層反射法データの再処理を行い結果の精度を上

げる等探査の効果を高めることができる．浅層反射法は

本地域の様な堆積型ウラン鉱床の探査に十分役立つ技術

であると考える．
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